
 

【受講生募集】いしかわシティカレッジ単位互換事業 

 

2014年度前期開講科目 

多様なコミュニケーション手段と社会 

～障がいとの関わり方を工夫する～ 

 

【講義スケジュール】講義内容の順序については変更の可能性もあります。 

 テーマ 担当教員 

第 1回（4月 14日・月） ガイダンス 
青野透（金沢大学） 

濱田里羽（金沢大学） 

第 2回（4月 21日・月） 障がい者のための法律 青野透（金沢大学） 

第 3回（4月 28日・月） 障がい者権利条約とコミュニケーション手段 青野透（金沢大学） 

第 4回（5月 8日・木） 視覚障がいとコミュニケーション 濱田里羽（金沢大学） 

第 5回（5月 12日・月） 聴覚障がいとコミュニケーション1 藤平淳一（社福・石川県聴覚障害者協会） 

第 6回（5月 19日・月） 聴覚障がいとコミュニケーション2 山村信平（社福・石川県聴覚障害者協会） 

第 7回（5月 26日・月） 発達障がいとコミュニケーション１ 濱田里羽（金沢大学） 

第 8回（6月 2日・月） 発達障がいとコミュニケーション２ 濱田里羽（金沢大学） 

第 9回（6月 9日・月） 発達障がいとコミュニケーション3 濱田里羽（金沢大学） 

第 10回（6月 16日・月） 障がい学生の支援について  青野透（金沢大学） 

第 11回（6月 23日・月） 
学内のバリア・バリアフリーを見つけよう 1

（情報伝達機能に着目して） 

青野透（金沢大学） 

濱田里羽（金沢大学） 

第 12回（6月 30日・月） 
学内のバリア・バリアフリーを見つけよう 2

（情報伝達機能に着目して） 

青野透（金沢大学） 

濱田里羽（金沢大学） 

第 13回（7月 7日・月） 
学内のバリア・バリアフリーを見つけよう 3

（情報伝達機能に着目して） 

青野透（金沢大学） 

濱田里羽（金沢大学） 

第 14回（7月 14日・月） 自身のコミュニケーションを振り返る 濱田里羽（金沢大学） 

第 15回（7月 28日・月） まとめ 
青野透（金沢大学） 

濱田里羽（金沢大学） 

【時間】14：45～16：15 

【場所】金沢大学 角間キャンパス 総合教育講義棟C9教室 

文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」 
『学都いしかわ・課題解決型グローカル人材育成システムの構築』 

 

詳しくは裏面をご覧ください。 
 

 

この授業は 3 つの障がいについて，疑似体験や当事者からの講義を通して理解するとともに，障がいを
もつ人々を取り巻く社会情勢についても学びます。障がいをのある人々との，より円滑なコミュニケーシ
ョン方法を考えましょう。また，障がいのある人々は，失った機能を補うために，その他の機能を活用し
ながらコミュニケーションを行っています。そこで，この授業では，受講生自身のコミュニケーションの
特徴を振り返り，より円滑な意思伝達の方法についても検討します。 
（社福）石川県聴覚障害者協会にもご協力いただきます。コミュニケーション能力の高低に関わらず，

さまざまな状況に置かれる人々と積極的に関わろうとする皆さんの受講を期待しています。 



 

 

 

 

 

「多様なコミュニケーション手段と社会～障がいとの関わり方を工夫する～」 
授業概要 

＜開講日時＞ 

4月 14日（月）～7月 28日（月）の毎週月曜日 14：45～16：15 

＊第 4回のみ 5月 8日（木）開講 

  

＜開講場所＞ 

金沢大学 角間キャンパス 総合教育講義棟 C9教室 

http://www.kanazawa-u.ac.jp/university/access/index.html 

 

＜単位数＞ 

2単位 

 

＜適正人数＞ 

30人 

 

＜キーワード＞ 

コミュニケーション，障がい，自己理解 

 

＜学習目標＞ 

・各障がいの特性について理解し，コミュニケーション手段を工夫することができる。 

・自身のコミュニケーションの特徴を理解し，生活全般において，より望ましいコミュニケーションのあり方

を工夫することができる 

 

＜授業の概要＞ 

この授業では，「視覚障がい」「聴覚障がい」「発達障がい」の 3 つの障がいについて疑似体験や当事者から

の講義を通して理解するとともに，障がいをもつ人々を取り巻く社会情勢についても学ぶ。これらを踏まえて，

障がいのある人々とのより円滑なコミュニケーション方法を考える。 

また，障がいをのある人々は，失った機能を補うために，その他の機能を活用しながらコミュニケーション

を行っている。その工夫からは健常者も学ぶことが多い。そこで，この授業では，受講生自身のコミュニケー

ションの特徴を振り返りながら，より円滑な意思伝達の方法についても検討する。 

講義のみならず，体験学習，グループワークも行う。 

 

授業時間外に期待される取り組み： 

①授業を受け，感じたことや考えたことについて，受講生同士でディスカッションを行う。 

②授業で紹介する推薦図書，その他授業内容に関連する書籍，新聞記事等を探し，熟読する。 

 

＜評価の割合＞ 

＊授業には 2/3以上の出席を必要とする。 

レポート 40％ 

ミニッツ・ペーパー 30％ 

演習・グループワーク 30％ 

 

＜履修方法＞ 

以下のサイトをご覧下さい。 

大学コンソーシアムいしかわ HP  いしかわシティカレッジ単位互換事業 

http://www.ucon-i.jp/newsite/city-college/gakusei.html 

履修方法・問い合わせ先：一般社団法人 大学コンソーシアム石川  

〒920-0962 石川県金沢市広坂 2丁目１番１号 しいのき迎賓館３階  

TEL:076-223-1633  FAX:076-223-1644  メール : info@ucon-i.jp 

 

＜その他留意点＞ 

受講希望者多数の場合は抽選がありますので，受講希望の方は，4 月 14 日（月）の第 1 回に必ず出席して

ください。 

mailto:info@ucon-i.jp

